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網攪拌翼 を用 い た ジ ャ

ー
フ ァ

ー
メ ン ターの 深部酢酸発酵 へ の 適用

（新潟大 ・
工 、

＊

エ イブル ）　 ○岡　直樹 、 森　明彦 、 大川　輝 、 石 川陽
一 1

1 ． 目的　ジャ
ー

フ ァ
ー

メ ン タ
ー

に網攪拌翼 （EGSTAR ，
エ イブル （株）製 、 東京）

1）
を装着

し た 装置 は 、 平 羽根 タービ ン翼 を装着した轂置に比 べ て、高 kr．a を得 られる こ とが 知 ら

れて い る。我々 は 、 酢酸菌の 培養に EGSTAR を用 い る と、生産性に どの よ うに影響す
る の か を 、 タービ ン 翼 を用 い た 装置と比較検 討した の で報告する 。
2 ．方法　kLa は 、 予め O．14MNa2SO3575mSZV：ke媒 と して O．　IMCuSOぺ 5恥 Oを5nLC加えた亜

硫酸 ソ
ー

ダ法に よ り無継胞系で 測定 した 。 培養は 、全容850漉 液量 575戚 の ジ ャ
ー

フ ァ
ー

メ

ン タ ー （EGSTAR、 タービン翼）で酢酸菌Acetobactor　aceti 　I　FO　3283蛛を30℃、 1000rp皿で

回分培養 を行 っ た。培養液の 菌体量 は610  の 吸光度で 、 酸 度 はNaOHに よる 滴定 、
エ タ ノ ー

ル は 、 蒸留後 、 重 クロ ム酸 カ リウム 酸化法に よ り求め た。
3 ．結果　EGSTARを用 い た装置の k し a と平羽根 タ

ービ ン翼を用 い た装置の kLa を比較す

る と 、 同一通気量 、 同
一

攪拌速度で は 、 低攪押速度 、 低通気量の 方が両者の 差が大き く 、

0．3vvm、1000rpmで は、差が少な い こ とが確認 され た 。 酢酸発酵 は 、 基質で ある エ タノ
ー

ル

の 逸散 を防 ぐた め 、 通常 、 低通 気量 、 高攪拌速度で 深部培養 を行う の で 、 EGST4Rの 酢酸発
酵へ の 適用 を1000rpm、　O．1〜O。3vvmの 範囲で検討 した 。 酢酸 の 生産速度dp／dtの対数は 、無
細胞系で 測定した kLa と直線的に相関 し、dp／dt・1、　09exp（0．003kLa）で あ ？た 。すなわち 、

EGSTARの 方 が kJ．　a が高 い だ け生塵速度が商か っ た 。 な お 、
　 EGSTARが kLa が高 い 理 由 と し

て は 、 網 の た め に 気泡が微粒化 して い る た め と考 え られ る 。
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436 カ ビ の 固 体培 薑 に及 麒 す 諸 因 子 の 解明 と バ イ オ リ ア ク タ ーへ の 応 用

（岡 山 大 ・工 ・生 物 応 用 ）
o 安 原 昭 典・ 小 川 晃 範、 蜜 田 憲 史、　中西

一
弘

【 目的 1 カ ビ や 放 線 菌 の 培 饕 は、 多 く の 点 響 液 体培 養灘 りも固 鱒 蓋 勸 樋 し て い る 。

し か し、 固 体 培 養 法 に お け る 菌 体 の 挙 鋤や 物 質 の 壇 り込 み 、 代 謝 産 物 の 分 泌 ｝こ 関 し て は 十
分 に は解 明 さ れ て い な い 。 ま た、 培 薑 操作 法 に 関 して も、 従来 の 固 体 培 戔 法 に お い て は、
菌 体 の 増 殖 に 伴 う pH ， 培 地 成 分濃 度 を制 御 する こ と が 困 難 で あ る な ど種 々 の 閻 題 点 が あ

る・・
本 研 究 で は よ り合 理 的 な固 俸 培 養法 の 確立 を 最 終 目的 と し、 寒 天 培 戔 法 及 び 膜 vemv ・

る 固 体 培 蓋法 に 網 し て 墓 質 消 氈還風 増 殖遼 嵐 飜 生 産 に 及 ぼ す 諸因 子 ｝： PV ・ て 検 酎
し た。

【方 法 お よ び紹 果 1 菌株 と し て は一 9Z）cuag　I餉 2704を 用 い た。 培 地 組 成 と し て
プ ロ テ ア ーゼ 誘 導 の た め に Czapek 培 地 の N 源 を カ ゼ イ ン、　 C 源 を グ ル コ ー

ス に 変 更 し た も

の を 用 い た・ 固 体 培 蓋 の 場 合 は・ 直 径 9 ・ m の シ ヤ ー レ に 20ml の 寒 X 培 地 あ る や・ は 液
体 培 地 を 加 え・ デ シ tr・一一タ 中で 湿 度   ・99 ， 3。℃ eこ て 培 養 を 行 っ た． 寒 天 培 饕 で は カ ビ を

一

maま た は複 数 個 の コ ロ ニ ー
状 に 増 蕪 させ 、 経 時的 に め 隠 一

ス 瀬度、 申性 プ ny ア ーゼ 活
性 を 測定 し た ・ re々 の 条 件 で 培養 を 行 っ た結 鼠 菌 体 増殖速 ee、 グ ル コ ー

ス 消 費速 度 に 関

し て は グ ル コ ー
ス 濃 度 の 高 い 培 地 の 方 が 速 い が、 単 位 菌 体量 あ た り の プ ロ テ ア ーゼ 活 性 に

関 し て は逆 の 傾 向 を 示 し た。 比 較 の た め に 葡 っ た 液怖 撮 懣 培 甍 で は プ ロ テ ア
ーゼ 活 性 は 寒

天 培 鸛 の 1！10程 度 で あ っ た。 培 地 成 分 の 制 御 を行 うた め に 液 体 培 地 の 上 に 漉過 膜 を般 置 し

た 膜面 培饕装 置 を 畿作 し た。 本装 置 を 用 い て、 グ ル 謹 一
ス の 消 薮 の 進 ん だ 時 点 で 液体 培 地

を 交 換 し、 培 菱 を 継 続 し た と こ ろ寒天 培 地 に 比 べ 4倍強 の プ ロ テ ア ーゼ 活 性 が 樽 ら れ た 。
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